
茨城県の金融機関トップが語る
成
長
・
販
路
拡
大
を
支
援

茨城県信用組合

渡辺武理事長

　
日
本
経
済
は
政
府
と
日
銀
が
一

体
と
な
っ
た
経
済
対
策
の
効
果
が

徐
々
に
波
及
し
、
大
企
業
を
中
心

に
回
復
基
調
が
続
い
て
い
る
。
一

方
で
、
県
内
の
中
小
企
業
や
生
活

者
に
お
い
て
は
、
政
策
効
果
の
実

感
は
な
く
、
消
費
税
増
税
を
控

え
、
む
し
ろ
、
円
安
に
よ
る
燃
料

や
原
材
料
な
ど
の
値
上
が
り
な
ど

で
、
「
企
業
収
益
や
家
計
の
負
担

増
に
な
っ
て
い
る
」
と
の
声
も
聞

こ
え
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
当
組
合
は
県

内
経
済
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
た

め
、
成
長
分
野
と
販
路
拡
大
支
援

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
成
長
分
野
へ
の
取
り
組
み
と
し

て
は
、
今
後
成
長
が
期
待
さ
れ
る

環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
医
療
・
介
護

福
祉
、
農
業
分
野
に
お
い
て
、
お

客
さ
ま
の
潜
在
的
な
ニ
ー
ズ
を
喚

起
し
な
が
ら
、
情
報
提
供
、
提
案

型
の
融
資
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

具
体
的
に
は
「
サ
ー
ビ
ス
付
高
齢

者
住
宅

介
護
福
祉
施
設

農
業

分
野
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
支

援
」
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

　
販
路
拡
大
支
援
と
し
て
は
、
組

合
員
が
当
組
合
の
取
引
先
の
小
売

店
や
飲
食
店
で
割
引
サ
ー
ビ
ス
な

ど
の
特
典
を
受
け
ら
れ
る
「
し
ん

く
み
ネ
ッ
ト
」
を
推
進
し
、
組
合

員
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
事
業
者
の

新
規
顧
客
開
拓
、
売
り
上
げ
増
加

を
支
援
し
て
い
る
。
非
常
に
好
評

で
加
盟
店
は
２
０
０
０
件
を
突
破

し
た
。
当
組
合
は
地
域
経
済
の
中

心
的
な
役
割
を
担
い
、
地
域
に
必

要
と
さ
れ
る
、
地
域
社
会
の
イ
ン

フ
ラ
と
し
て
の
金
融
機
関
を
目
指

し
、
中
小
企
業
や
生
活
者
支
援
に

全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

新
規
融
資
を
積
極
推
進

結城信用金庫

長沢廣理事長

　
当
金
庫
を
め
ぐ
る
経
営
環
境
は

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果
に
よ
る
経
済

の
回
復
が
期
待
さ
れ
る
中
、
一
部

業
種
で
徐
々
に
回
復
感
が
現
れ
て

い
る
が
、
燃
料
費
の
高
騰
な
ど
も

あ
り
、
中
小
企
業
の
回
復
は
遅
れ

て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
経
営
環
境
の
厳
し
さ
か
ら
新
規

開
業
者
の
伸
び
悩
み
や
後
継
者
問

題
に
よ
り
、
事
業
所
数
は
減
少
が

続
い
て
い
る
状
況
に
あ
る
が
、
当

金
庫
の
営
業
地
域
で
あ
る
県
西
地

域
の
中
小
企
業
２
３
２
社
の
景
気

動
向
を
調
査
し
た
結
果
、
今
後
の

見
通
し
と
し
て
は
製
造
業
・
サ
ー

ビ
ス
業
・
建
設
業
で
業
況
判
断
Ｄ

Ｉ
値
が
改
善
し
、
全
業
種
総
合
で

も
改
善
が
予
想
さ
れ
る
。
「
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
第
３
の
矢
」
と
さ
れ
る

民
間
投
資
を
喚
起
す
る
成
長
戦
略

に
つ
い
て
の
期
待
と
し
て
、
規
制

改
革
の
推
進
・
産
業
の
新
陳
代
謝

の
円
滑
化
が
上
位
に
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。

　

年
３
月
に
中
小
企
業
金
融
円

滑
化
法
の
期
限
が
到
来
し
た
が
、

当
金
庫
の
取
引
先
で
あ
る
中
小
企

業
な
ど
は
、
依
然
と
し
て
回
復
途

上
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
年
度
前

半
は
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

な
ど
の
外
部
団
体
と
の
連
携
を
強

化
し
て
、
中
小
企
業
の
再
生
・
育

成
支
援
に
傾
注
し
た
施
策
に
取
り

組
ん
だ
。

　
今
後
も
引
き
続
き
中
小
企
業
の

再
生
・
育
成
支
援
に
努
め
る
と
と

も
に
、
成
長
分
野
で
あ
る
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
医
療
・
介
護
や

農
業
分
野
な
ど
の
資
金
需
要
先
へ

の
新
規
融
資
を
積
極
的
に
推
進

し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
・
発
展

に
貢
献
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

持
続
的
発
展
に
貢
献

筑波銀行

藤川　雅海頭取

　
茨
城
県
の
経
済
は
震
災
復
興
に

向
け
た
公
共
投
資
や
消
費
増
税
前

の
駆
け
込
み
需
要
に
よ
り
、
住
宅

投
資
が
堅
調
に
推
移
し
て
い
る
ほ

か
、
個
人
消
費
に
も
持
ち
直
し
の

動
き
が
出
て
き
て
い
る
。
先
行
き

も
国
内
需
要
の
底
堅
さ
と
海
外
経

済
の
持
ち
直
し
を
背
景
に
緩
や
か

な
回
復
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　
当
行
は
震
災
直
後
に
地
域
復
興

支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

あ
ゆ
み

を
策
定
し
、
こ
れ
ま
で
全
行
挙
げ

て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

ま
た
、
今
年
４
月
か
ら
は
第
２
次

中
期
経
営
計
画
「
ラ
イ
ジ
ン
グ
　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
２
０
１
６
　

い
つ
も
あ
な
た
の
そ
ば
に

」
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
地
域
の
た
め

に
、
未
来
の
た
め
に
、
地
域
に
な

く
て
は
な
ら
な
い
銀
行
と
し
て
、

「
地
域
復
興
」
か
ら
「
地
域
振

興
」
へ
力
強
い
取
り
組
み
を
展
開

し
て
い
る
。
７
月
に
は
県
内
初
と

な
る
広
域
地
域
間
に
お
け
る
複
数

の
自
治
体
お
よ
び
地
方
銀
行
と
の

連
携
協
定
を
締
結
。
ま
た

月
に

は

あ
ゆ
み

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

一
環
と
し
て
、
「
２
０
１
３
ビ
ジ

ネ
ス
交
流
会
ｉ
ｎ
つ
く
ば
」
を
開

催
し
た
。
今
回
は
「
食
」
と
「
も

の
づ
く
り
」
に
加
え
、
「
海
外
販

路
」
を
メ
ー
ン
テ
ー
マ
に
掲
げ
、

取
引
先
の
海
外
進
出
ニ
ー
ズ
を
支

援
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
た
。

　
今
後
も
茨
城
県
、
各
市
町
村
、

各
種
支
援
機
関
と
の
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
地
域
金
融
機
関
と
し
て

の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
機
能
を
充

実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
地
域
復
興

支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

あ
ゆ
み

を
着
実
に
実
践
し
、
地
域
経
済
の

持
続
的
発
展
に
貢
献
し
て
い
く
。

地
域
経
済
活
性
化
に
貢
献

塙由博理事長

水戸信用金庫
　
今
年
前
半
は
政
権
交
代
に
よ
る

積
極
的
な
経
済
政
策
へ
の
期
待
感

か
ら
、
円
安
が
進
み
株
価
が
回
復

す
る
な
ど
、
経
済
の
回
復
基
調
が

見
ら
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
県

内
中
小
企
業
に
お
い
て
は
、
長
引

く
デ
フ
レ
不
況
、
少
子
高
齢
化
や

国
内
産
業
の
空
洞
化
等
に
よ
り
疲

弊
し
て
お
り
、
売
り
上
げ
不
振
や

収
益
の
悪
化
な
ど
引
き
続
き
厳
し

い
も
の
が
あ
る
。

　
今
年
度
は
３
カ
年
計
画
「

変

革

将
来
を
見
据
え
て

」
の

最
終
年
度
と
な
る
。
計
画
に
掲
げ

た
各
施
策
を
着
実
に
達
成
す
る
た

め
に
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
意
識

の
醸
成
、
お
客
さ
ま
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実
と
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
機
能
の
強
化
、
安
定

し
た
収
益
確
保
と
自
己
資
本
の
充

実
な
ど
を
目
標
に
し
て
き
た
。

　
地
域
を
経
営
基
盤
と
す
る
当
金

庫
の
経
営
環
境
は
、
預
貸
率
の
低

下
、
総
資
金
利
ざ
や
の
縮
小
、
収

益
の
低
下
等
、
引
き
続
き
厳
し
い

も
の
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

ど
の
よ
う
な
環
境
に
お
い
て
も
、

地
域
金
融
機
関
と
し
て
、
当
金
庫

の
経
営
理
念
「
私
た
ち
は
も
っ
と

も
身
近
な
金
融
機
関
と
し
て
、
質

の
高
い
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
お
届
け

し
、
お
客
様
一
人
ひ
と
り
の
夢
の

実
現
と
地
域
経
済
の
発
展
に
貢
献

し
ま
す
」
に
沿
っ
た
、
当
金
庫
な

ら
で
は
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
求

め
て
い
き
た
い
。

　
今
後
も
地
域
金
融
機
関
と
し
て

取
引
先
企
業
の
課
題
を
一
緒
に
考

え
解
決
を
図
っ
て
い
く
こ
と
で
、

取
引
先
企
業
の
事
業
成
長
、
さ
ら

に
は
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

企
業
価
値
向
上
に
貢
献

平田知伸支店長

商工組合中央金庫水戸支店
　
商
工
中
金
は
中
小
企
業
専
門
の

金
融
機
関
と
し
て
設
立
以
来

年

余
、
フ
ル
バ
ン
ク
機
能
を
備
え
る

中
小
企
業
の
た
め
の
公
的
金
融
機

関
と
し
て
、
中
小
企
業
の
金
融
円

滑
化
に
尽
力
し
て
い
る
。

　
商
工
中
金
が

月
下
旬
に
公
表

し
た
中
小
企
業
月
次
景
況
観
測

調
査
対
象
は
全
国
取
引
先
１
０

０
０
社

に
よ
れ
ば
、
個
人
消
費

の
盛
り
上
が
り
や
復
興
投
資
に

牽
引
さ
れ
て
中
小
企
業
の
景
況
感

け
ん
い
ん

は
着
実
に
持
ち
直
し
て
い
る
。
だ

が
、
仕
入
れ
や
コ
ス
ト
の
上
昇
を

販
売
価
格
に
十
分
転
嫁
で
き
ず
、

先
行
き
に
不
透
明
感
を
持
つ
中
小

企
業
も
多
い
状
況
に
あ
る
。

　
茨
城
県
に
は
全
国
上
位
の
工
業

立
地
を
誇
る
製
造
業
を
は
じ
め
、

農
林
水
産
物
に
も
恵
ま
れ
、
高
い

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ
る
。
こ
の
優

れ
た
地
域
特
性
を
活
用
し
た
経
営

を
強
み
に
全
国
、
そ
し
て
世
界
に

向
け
た
積
極
的
な
事
業
展
開
を
期

待
し
て
い
る
。

　
商
工
中
金
で
は
、
ま
ず
も
っ
て

中
小
企
業
の
皆
さ
ま
の
資
金
繰
り

の
安
定
化
に
向
け
て
、
引
き
続
き

「
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
発

揮
」
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い

く
。

　
加
え
て
、
経
営
改
善
は
も
と
よ

り
、
新
た
な
成
長
に
向
け
た
設
備

投
資
計
画
へ
の
サ
ポ
ー
ト
や
農
商

工
連
携
な
ど
、
中
小
企
業
の
皆
さ

ま
の
企
業
価
値
向
上
に
向
け
て
、

茨
城
県
を
は
じ
め
と
し
た
地
方
公

共
団
体
、
地
域
金
融
機
関
や
関
係

団
体
と
の
連
携
を
深
め
つ
つ
、
質

の
高
い
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供

に
、
一
層
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

日本政策金融公庫水戸支店

行
政
・
団
体
と
連
携
強
化

古川　裕士支店長

　
２
０
１
３
年
度
上
期
の
当
支
店

融
資
状
況
は
、
震
災
貸
付
が
件
数

ベ
ー
ス
で
前
年
度
比

％
減
、
金

額
ベ
ー
ス
で

％
減
と
な
る
一

方
、
太
陽
光
発
電
な
ど
の
環
境
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
貸
付
の
利
用
が

増
加
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
設
備
投

資
向
け
の
貸
付
金
額
が
約

％
増

加
し
た
。
創
業
関
連
の
融
資
も
前

年
度
比
件
数
ベ
ー
ス
で

％
、
金

額
ベ
ー
ス
で
も

％
増
加
し
、
農

業
者
の
６
次
産
業
化
向
け
融
資
も

前
年
度
比
件
数
ベ
ー
ス
で
は
減
っ

た
も
の
の
、
金
額
ベ
ー
ス
で
は

％
増
と
な
っ
た
。
県
内
産
業
経
済

は
景
気
回
復
に
向
け
て
着
実
に
動

き
つ
つ
あ
る
。

　
日
本
公
庫
と
し
て
は
、
景
気
の

回
復
を
見
据
え
、
設
備
投
資
な
ど

を
行
う
県
内
事
業
者
の
持
続
的
成

長
を
支
援
す
る
た
め
、
政
策
金
融

機
関
と
し
て
の
取
り
組
み
を
着
実

に
行
っ
て
い
き
た
い
。

　
そ
の
た
め
に
も
、
県
、
中
小
企

業
振
興
公
社
、
商
工
団
体
な
ど
と

の
連
携
強
化
を
、
県
内
水
戸
・
土

浦
・
日
立
の
３
支
店
が
一
体
と
な

っ
て
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

と
考
え
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
ま
た
、
当
然
な
が
ら
、
東
日
大

震
災
か
ら
の
復
興
支
援
や
経
済
状

況
に
応
じ
た
資
金
需
要
へ
の
き
め

細
か
な
対
応
な
ど
、
セ
ー
フ
テ
ィ

ー
ネ
ッ
ト
機
能
の
発
揮
に
つ
い
て

も
、
引
き
続
き
着
実
か
つ
機
動
的

に
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ

と
に
変
わ
り
は
な
い
。

　
今
後
と
も
、
茨
城
県
内
の
関
係

団
体
や
金
融
機
関
と
協
調
し
、
茨

城
県
内
事
業
者
の
発
展
を
支
え
て

い
く
所
存
で
あ
る
。

資
金
ニ
ー
ズ
に
対
応

常陽銀行

寺門一義頭取

　
茨
城
県
経
済
は
「
三
本
の
矢
」

を
柱
と
す
る
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
も

と
、
日
本
再
興
に
向
け
た
政
策
効

果
の
動
き
が
進
展
し
、
持
ち
直
し

の
動
き
が
見
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
当
行
は
お
客
さ

ま
、
地
域
の
復
興
と
成
長
に
貢
献

す
る
常
陽
地
域
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト

絆

を
展
開
し
、
多
様
な
資

金
調
達
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
す
る
と

と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
支
援

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
新
事
業
支
援
で
は
、
常
陽
ビ
ジ

ネ
ス
ア
ワ
ー
ド
を
軸
と
し
て
事
業

プ
ラ
ン
の
作
成
か
ら
事
業
化
ま
で

を
一
貫
し
て
支
援
す
る
常
陽
新
事

業
創
出
支
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
活
動

を
展
開
し
て
い
る
。
も
の
づ
く
り

企
業
支
援
で
は
、
明
日
か
ら
の

年
を
支
援
す
る
ネ
ク
ス
ト
テ
ン
活

動
を
展
開
、
「
も
の
づ
く
り
企
業

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
開
催
な
ど
事
業
拡

大
や
技
術
・
製
品
開
発
に
向
け
た

商
談
・
交
流
機
会
を
提
供
し
て
い

る
。
海
外
進
出
支
援
で
は
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
駐
在
員
事
務
所
を
開
設

し
た
ほ
か
、
外
国
銀
行
と
の
提

携
、
来
年
夏
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
駐

在
員
事
務
所
の
設
置
に
よ
り
態
勢

の
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

　
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
で
は
、

食
の
商
談
会
を
開
催
し
、
食
関
連

事
業
者
の
販
路
拡
大
を
支
援
す
る

と
と
も
に
、
６
次
産
業
化
を
後
押

し
す
る
「
常
陽
大
地
と
海
の
成
長

支
援
フ
ァ
ン
ド
」
を
組
成
し
た
。

来
年
１
月
に
は
、
群
馬
県
高
崎
市

に
て
「
が
ん
ば
っ
ぺ
！
茨
城
１
０

０
円
試
食
店
」
を
開
催
す
る
。

　
当
行
は
、
今
後
と
も
、
お
客
さ

ま
、
地
域
の
復
興
と
成
長
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
い
く
。

多様な中小企業支援策茨城県特集

農
業
の
発
展
を
支
援

茨城県ＪＡ五連

加倉井豊邦会長

　
国
内
経
済
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の

期
待
感
な
ど
に
よ
っ
て
、
企
業
の

景
況
感
は
大
き
く
改
善
し
回
復
が

続
い
て
い
る
。
県
内
経
済
も
同
様

に
緩
や
か
な
回
復
基
調
に
あ
る
と

み
ら
れ
る
。

　
一
方
、
中
小
企
業
や
農
業
経
営

者
に
は
そ
の
実
態
感
は
得
に
く
い

も
の
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
農

業
・
農
村
に
お
け
る
少
子
高
齢
化

や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
な
ど
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の

急
速
な
流
れ
の
中
で
、
本
会
は
農

業
を
基
軸
と
し
た
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

の
一
員
と
し
て
、
組
合
員
・
地
域

利
用
者
の
営
農
と
く
ら
し
を
守
る

責
務
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
本
会
は
県
内

農
業
法
人
、
農
業
経
営
体
と
の
よ

り
一
層
の
関
係
強
化
を
図
る
た
め

「
農
業
担
い
手
金
融
支
援
セ
ン
タ

ー
」
を
設
置
し
、
農
業
者
の
金
融

相
談
に
応
え
る
体
制
と
人
材
を
配

置
し
て
い
る
。

　
特
に
農
業
の
６
次
産
業
化
に
つ

い
て
は
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
一
体
と

な
っ
て
総
合
力
・
組
織
力
を
発
揮

し
６
次
化
フ
ァ
ン
ド
を
含
む
施
策

の
戦
略
的
活
用
を
通
じ
て
、
そ
の

具
体
的
促
進
を
図
り
、
６
次
産
業

化
に
取
り
組
む
個
別
の
農
業
経
営

体
や
Ｊ
Ａ
、
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
が

構
成
す
る
事
業
体
に
対
し
、
資
金

面
・
事
業
面
・
経
営
面
で
の
支
援

を
積
極
的
に
行
う
。

　
今
後
も
「
Ｊ
Ａ
と
と
も
に
地
域

に
密
着
し
、
茨
城
県
の
豊
か
な
自

然
と
農
業
を
守
り
育
て
る
こ
と
を

通
じ
て
、
社
会
や
産
業
の
発
展
に

貢
献
す
る
こ
と
」
を
企
業
理
念
に

掲
げ
て
い
る
地
域
金
融
機
関
と
し

て
、
地
域
経
済
・
農
業
の
発
展
を

支
え
て
い
き
た
い
。

（ ） 【広告特集】 ２０１３年 平成２５年 １２月１３日 金曜日 　　


